
組
ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
教
育
の
面
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
て

も
、
健
康
な
心
と
体
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

小
学
生
は
「
自
分
の
心
と
体

に
興
味
を
持
と
う
」、
中
学

生
は
「
自
分
の
心
と
体
に
興

味
を
持
ち
、
健
康
的
な
生
活

を
送
ろ
う
」
と
い
う
学
校
保

健
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

主
に
二
つ
の
こ
と
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
朝
の
時
間
を

利
用
し
た
保
健
指
導
で
す
。

二
ヶ
月
に
一
回
子
ど
も
の
実

態
や
季
節
に
応
じ
た
内
容
を
、

学
級
担
任
と
協
力
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
後
は
、

保
健
だ
よ
り
に
よ
り
活
動
内

容
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

保
護
者
に
情
報
発
信
し
て
い

ま
す
。
下
着
を
身
に
付
け
な

か
っ
た
子
ど
も
が
、
指
導
後

に
下
着
を
身
に
つ
け
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
身

だ
し
な
み
を
気
に
し
て
い
な

か
っ
た
子
が
、
登
校
前
に
は

家
の
鏡
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
少

し
ず
つ
で
す
が
子
ど
も
た
ち

の
生
活
に
変
化
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
つ
目
は
参
加
型
の
掲
示

物
で
す
。
毎
月
の
健
康
目
標

に
合
わ
せ
て
参
加
型
の
掲
示

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
「
歯
の
健
康
を
保
つ
た

め
の
方
法
を
紹
介
し
よ
う
」

で
は
、
一
人
一
人
が
行
っ
て

い
る
歯
の
予
防
方
法
を
歯
の

形
を
し
た
掲
示
物
に
書
か
せ
、

お
互
い
に
紹
介
し
あ
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。
参
加
型
の
掲

示
に
は
、『
子
ど
も
た
ち
が

掲
示
物
を
作
る
こ
と
で
、
一

人
一
人
が
自
分
の
心
や
体
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
直
す
こ

と
』
ま
た
、『
友
達
の
掲
示

の
内
容
を
自
分
の
生
活
に
も

取
り
入
れ
、
健
康
な
生
活
を

送
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持

た
せ
る
こ
と
』
と
い
う
二
つ

の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
一

人
一
人
の
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
の
土
台
に
な
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た

ち
が
将
来
、
自
分
一
人
で
生

活
し
た
と
き
に
自
分
の
力
で

心
や
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
、
職
員
間
・
家

庭
等
で
連
携
し
な
が
ら
保
健

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
熱
海
港
か
ら
南

東
約
十
キ
ロ
の
海
に
浮
か
ぶ

県
内
唯
一
の
有
人
離
島
に
あ

る
学
校
で
す
。
阿
久
悠
作
詞

三
木
た
か
し
作
曲
の
校
歌
の

中
に
も
「
視
界
は
は
る
か

３
６
０
度
」
と
う
た
わ
れ
、

島
の
燈
台
か
ら
の
景
観
は
、

地
球
の
丸
さ
と
海
で
囲
ま
れ

た
島
で
生
活
し
て
い
る
こ
と

を
、
体
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

本
校
は
児
童
十
名
、
生
徒

十
一
名
の
小
中
併
設
校
で
す
。

中
学
卒
業
後
は
、
高
校
に
通

う
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
親

元
を
離
れ
て
親
戚
の
家
や
寮

な
ど
で
、
下
宿
生
活
を
始
め

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の

実
情
か
ら
も
、
本
校
で
は

「
自
主
・
独
立
」
と
い
う
校

訓
を
も
と
に
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
教
育
活
動
に
取
り

　

本
校
は
、
伊
豆
半
島
の

北
部
に
位
置
し
、
校
舎
か

ら
は
富
士
山
と
駿
河
湾
が

一
望
で
き
、
校
区
に
は
入

り
江
を
利
用
し
た
漁
港
や

み
か
ん
畑
も
た
く
さ
ん
あ

り
自
然
豊
か
な
学
校
で
す
。

ま
た
、
水
族
館
な
ど
の
観

光
施
設
、
ヨ
ッ
ト
や
釣
り

な
ど
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
も

盛
ん
な
地
域
で
す
。
校
区

は
駿
河
湾
沿
い
に
十
数km

と
東
西
に
長
く
、
バ
ス
で

通
学
し
て
い
る
生
徒
も
い

ま
す
。
今
年
で
創
立
30
年

目
を
迎
え
た
本
校
は
、
全

校
生
徒
１
２
８
名
、
５
学

級
の
小
規
模
校
で
す
。

　

素
直
で
穏
や
か
な
性
格

の
生
徒
が
多
く
、
３
世
代

同
居
の
家
庭
も
多
く
、
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
毎
日
朝

食
を
と
り
、
早
寝
早
起
き

の
生
活
習
慣
が
確
立
し
て

お
り
元
気
に
登
校
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
健
康
に

つ
い
て
十
分
配
慮
し
て
い

る
と
は
い
え
ず
、
各
種
検

診
結
果
後
の
疾
病
治
療

率
は
高
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
永
久
歯
う
歯
罹
患
率

も
市
内
平
均
に
比
べ
て
上

回
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

昨
年
の
学
校
保
健
委
員
会

で
は
テ
ー
マ
を
「
ピ
カ
ピ

カ
大
作
戦
～
毎
日
、
歯
磨

け
て
る
？
～
」
と
し
、
歯

と
口
の
健
康
に
関
心
を
持

ち
、
歯
み
が
き
習
慣
を
確

立
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
本
校
は
平
成

18
年
度
か
ら
校
区
の
小
学

校
二
校
と
本
校
の
三
校
で

合
同
学
校
保
健
委
員
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
三
校

が
同
じ
内
容
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
小
学
校
も

中
学
校
と
同
様
に
歯
と
口

の
健
康
に
関
心
が
低
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
学

校
保
健
委
員
会
は
、
小
学

校
６
年
生
と
中
学
校
１
、

２
年
生
が
参
加
し
三
校
混

合
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

よ
り
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
健
康
問

題
を
把
握
す
る
た
め
、
児

童
生
徒
保
健
委
員
会
が
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
し
、

「
み
ん
な
が
歯
み
が
き
を

続
け
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
？
」
ブ
レ
イ

ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
っ

た
結
果
、
活
発
に
グ
ル
ー

プ
活
動
を
行
い
た
く
さ
ん

の
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
末
の
疾

病
治
療
率
は
例
年
に
比
べ

高
く
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
歯
と
口
の
健
康
に

さ
ら
に
関
心
を
持
ち
、
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
各
校
の
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
三
校
が
同

一
歩
調
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
子

ど
も
た
ち
の
問
題
等
を
一

人
で
抱
え
込
む
こ
と
の
な

い
よ
う
、「
報
告
・
連
絡
・

相
談
」
を
き
め
細
や
か
に

行
い
、
こ
れ
か
ら
も
連
携

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

も
に
健
康
な
生
活
を
送
る

た
め
に
も
、
自
分
自
身
が

明
る
く
健
康
で
い
つ
も
輝

い
て
い
る
養
護
教
諭
と
し

て
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添

い
、
子
ど
も
た
ち
に
生
涯

を
通
し
て
健
康
で
あ
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　Ｈ20年度に始まった特定保健指導も、今年３年目に入りました。
　健康診断後の特定保健指導は、健康保険組合・共済等の実施主体により対象者
の判定が行われ、指導が開始となります。その後、６ヶ月後の最終評価で終了と
なるので、年度をまたぎ実施となり、前年度の特定保健指導の評価と新年度の健
康診断が同時期になることもあります。
　特定保健指導の実施方法として、H20年度はプライバシーの配慮もあり、個別
面談のみ実施しました。
　Ｈ21年度はグループ支援の効果として、グループ間での協調性と意欲向上が図
れることが期待され、グループ支援を開始しました。グループ支援の評価として、
「表２.H20年度　特定保健指導実施結果」の体重減少評価のように、Ｈ21年度の
評価を今後行っていく予定です。

表１．特定保健指導　実施状況
積極的支援 動機付け支援 合　計

H20年度
初回面接実施者数 197 132 329

H20年度終了者数 169 130 299
H21年度
初回面接実施者数 271（初回のみ11名） 164（初回のみ８名） 435（初回のみ19名）

表１．「特定保健指導実施状況」について、Ｈ20年度の特定保健指導の初回面接
者は８団体合計329名に実施し、Ｈ21年度は11団体435名に実施と増加しました。
Ｈ20年度の終了者は299名となり達成率は90.9％と９割を超えたので高い評価と
なりました。

　Ｈ21年度は、達成率と対象者様の意識向上の為に、特定保健指導を実施する前
に、ご本人の申し込みの許可を取る『特定保健指導申込書』を実施可能な健保と
共済には、提出していただくようにお願いしました。

表２．H20年度　特定保健指導　実施結果

　 積極的197人中 動機付け132人中

体重減少 113（57.4％） 89（67.4％）

３㎏以上体重減少  45（22.8％） 28（21.2％）

表２．「Ｈ20年度　特定保健指導実施結果」では、３㎏以上体重が減少した方が
積極的支援レベルの方と動機付け支援の方、どちらとも２割を超えました。
表３．Ａ健康保険組合におけるH20年度特定保健指導実施者のH21年度特定保健指導レベル変化

Ｈ20年度対象者の特定保健指導レベル Ｈ21年度の特定保健指導レベル変化

積極的支援　54名� ⇒

情報提供 動機付け 積極的

14名 3名 37名

改善26% 改善6% 変化なし69%

動機付け支援　23名� ⇒

情報提供 動機付け 積極的

10名 ７名 ６名

改善43％ 変化なし30% 悪化26%

表３．「Ａ健康保険組合におけるＨ20年度特定保健指導実施者のＨ21年度の特定
保健指導レベル変化」では、積極的支援の方でレベルが改善した方が３割でした
が、変化なしの方が７割近い結果でした。変化が少ない原因としては、特定保健
指導では検査データーの異常があった人では、喫煙歴もカウントされる点も考え
られます。今後も引き続き喫煙者への禁煙指導が必要と考えます。

　動機付け支援の方では改善した方は４割と、
積極的支援の方よりも多い割合でしたが、レベ
ルが悪化した方が５人に１人と多かった点は残
念な結果であった。
　今後も、対象者様の生活行動
変化への意識向上を目的とした
より良い特定保健指導を努めた
いと思います。
　　　　　　保健師　吉田知美
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静岡市住民検診の一環として乳がん検診対象者に実施いたします。
� （一般も可）

日時：10月17日（日）９：00～15：00
場所：静岡市保健所（葵区城東町）

お問い合わせは、乳がん検診予約センター
 ＴＥＬ　　０５４－６５４－２０００
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